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論  文  名 中近世の蝦夷地と北方交易―アイヌ文化と内国化― 
本論文は、中世から近世の多様な考古資料および文献資料をもとに、北海道とサハリ
ンを中心とする「蝦夷地」へ、和人がいつどのように進出し、和産物の流入がアイヌ文
化の形成と変容にいかなる影響を与えたかについて、蝦夷地の「内国化」という視点か
ら考究したものである。論文全体は、序章、終章を含む６章から構成される。 
序章では、蝦夷地内国化に先立つ東北地方の内国化について概述し、北方史やアイヌ
史研究の現状と課題を論じる。第Ⅰ章では、北海道アイヌの文化の特徴である、漆器、
太刀・刀装具、甲冑、ガラス玉などの宝物類を通して、北方交易の歴史的変遷を論じる。
擦文文化期から、タマサイ・蝦夷刀などの定型化した威信材が一般化してくるアイヌ文
化成立期を経て、近世の和人記録、アイヌ墓副葬品の分析により、急速に経済的支配が
強化された過程を考察する。第Ⅱ章では、東北北部の本州アイヌについて、考古資料と
文献資料を対比して考察する。骨角器・ガラス玉・蝦夷拵の刀装具などの遺物と狄装束、
アワビ漁・海獣猟・熊猟などの生業を論じる。第Ⅲ章では、北海道の和人館、陶磁器、
墓石など石造物の検討から、和人の経済的・宗教的・政治的進出状況を捉える。北斗市
矢不来館跡の発掘調査、中世陶磁器の集成、近世陶磁器流通の様相などから、物資流通
と和人の移住、交易の活発化と交易拠点の移動、そして陶磁器の「幕末蝦夷地３点セッ
ト」にみられる和人への服従を論じる。第Ⅳ章では、サハリンへの和人の進出について
考察する。サハリン大学およびサハリン州立郷土誌博物館との協定による調査成果とし
て、キセル・漆器・陶磁器などの状況、日本の支配拠点であった白主会所跡の調査など
について述べる。そして終章において、論文全体の「蝦夷地史」研究実践例としての意
義を説明し、時期的区分を論じる。初期アイヌ文化期としてコシャマインの戦い以前（13
～15世紀前半）、中期アイヌ文化期として経済的な関係性が強化された 15世紀後半から
17世紀後葉、後期アイヌ文化期として蝦夷地が日本国内経済圏に組み込まれたシャクシ
ャインの戦い以降（17 世紀末葉～18 世紀末葉）、その後の蝦夷地内国化が進んだ段階に
分け、結論とする。 
本論文は、従来のアイヌ史や北方史の枠にとどまらず、「内地」と蝦夷地との相互関係
を通時的に捉え、経済的関係が先行する内国化の過程を具体的に解明したものであり、
方法論的には考古学と文献史学の双方の資料を総合的に考察している。その分析手法は
斬新であると共に実証的で説得力に富み、本論文の成果は斯学の発展に寄与するところ
多大なるものがある。よって、本論文の提出者は、博士（文学）の学位を授与されるに
十分な資格を有するものと認められる。 
 
